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COVID-19禍におけるWeb上の意見形成 





OSN (online social networks as “SNS”) have developed rapidly since 2005~2006. Even 
individuals with cognitive and spatiotemporal limitations can actively exchange opinions 
with primary and secondary comments on OSN posts. A variety of exchanges and 
communication occurs even without prerequisite information (the other party’s gender, 
appearance or tone of voice) of traditional forms of communications that don’t involve 
exchanges of personal information. In this paper, we refer to the comment data in the main 
foreign news media on Youtube from the API and refer to sentiment trends from sentiment 
scores using Natural Language Toolkit (NLTK). 
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時空間上、制限がある個人間であっても、積極的に意見交換を行うことができるように






































図 2（令和２年上半期におけるサイバー空間をめぐる脅威の情勢等について 2020, 左か
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2018 年 5 月に施行された「GDPR（General Data Protection Regulation：一般データ保護規則）」
を経て情報保全における認識に関して、我が国における見直しが進められている。特に、
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的利活用例を示してきたところで、Facebook、Twitter などの先導的な SNS が言論弾圧及び
に規制、法整備の改革が急ピッチで進められるなどこれまでに無い動きが目立った。そう














る（France yellow vest protests 2018）。2016 年以降、日本国内ではファクトチェック、フェ
イクニュースといったトピックの記事の紹介が増加傾向にあるが具体的な問題例などが提
示されにくい。そういった面で、本格的にフェイクニュースが飛び交いやすい web 上の情
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タイプに分けることができる。 一つは、矛盾する条件や離散的な意見を 1 と 0、あるいは












































取得対象チャンネルについては、今回は CNN, BBC NEWS,FOX TV, ABC NEWS を対象
とした。コメント取得期間は、2020/1～2020/10（各動画毎に 5,020 コメントを上限）とし
た。今回提示する結果図 4、5 において再生回数が多い COVID-19 関連の動画に関するコ
メントを収集した。最も視聴回数の多い動画に関するコメントを試験的に収集し、形態素
解析を行ったコメントのキーワードについて、ネガティブ、ポジティブ、ニュートラルの





のスコアを統合分布で選択した場合は、ポジティブな意見は 2 を上限とするため 1～2、ネ
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図６（左）“Coronavirus: Iran's deputy health minister tests positive as outbreak 














































図８ 日本語圏内の Web ページにおける 2020 年 1 月-12 月までの“コロナウイルス”を含
む記事の見出しにおける感情表現の割合（左）及び一ヶ月ごとの観測件数（右）（ahrefs
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予測できない行動が発生する可能性がある。また、集団的に情報の積立などを重ねること
で、情報操作をするパターンなどは今後も絶えないだろう。前述の通り、2020 年のアメリ
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